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古
代
韓
民
族
に
は
様
々
な
民
族
信
仰
が
あ
つ
た
。
こ
れ
ら
の
思
想
が
仏
教
受

容
以
後
、
ど
の
よ
う
に
韓
国
の
仏
教
に
影
響
を
与
え
、
と
り
入
れ
ら
れ
、
仏
教

と
融
合
同
化
し
て
、
今
日
の
韓
国
の
社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
定
着
し
た

か
、
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
民
族
信
仰
と
仏
教
受
容
と
の
問
題
点
に
つ

い
て
は
数
多
く
指
摘
さ
れ
る
所
で
あ
る
が
、
と
く
に
そ
の
中
で
、
人
間
の
主
食

で
あ
る
穀
物
の
神
を
崇
拝
す
る
信
仰
で
あ
る
穀
霊
神
信
仰
と
仏
教
受
容
の
問
題

を
中
心
と
し
て
そ
の
所
見
を
述
べ
て
み
た
い
と
お
も
う
。

二

穀
霊
神
の
崇
拝
信
仰
は
三
国

(新
羅

・
高
句
麗
・
百
済
)
が
建
国
さ
れ
る
以

前
か
ら
韓
民
族
に
あ
つ
た
。
こ
の
穀
霊
神
の
崇
拝
信
仰
は
三
国
の
建
国
に
そ
の

影
響
を
与
え
、
高
句
麗
始
祖
の
神
話
も
新
羅
始
祖
神
話
も
穀
霊
神
信
仰
を
示
す

も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
の
神
話
は
同
じ
く
、
穀
霊
神
崇
拝
に
も
と
つ
い
て

い
な
が
ら
も
そ
の
崇
拝
思
想
の
顕
わ
れ
方
が
異
な
る
点
で
注
目
し
て
み
た
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は

『
三
国
史
記
』
巻
一
、
巻
十
三
、
『
三
国
遺
事
』
巻

一
等
の

説
の
如
く
、
高
句
麗
始
祖
神
話
説
で
は
熊
が
呪
術
と
修
行
に
よ
つ
て
人
間
と
な

り
、
天
神
の
子
を
生
む
と
い
う
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
信
仰
的
伝
承
を
の
こ
し
て
い

る
。
こ
の
熊
の
伝
説
に
あ
ら
わ
れ
た
母
神

「河
伯
」
の
女
神
を
始
祖
神
と
し
て

国
家
的
に
祭
祀
し
、
十
月
の
収
獲
祭
等
に
母
穀
神
と
し
て
崇
拝
し
た
の
で
あ

る
。
(『魏
志
』
の
東
夷
伝

・
『
北
史
』
高
句
麗
伝

・
『
高
麗
図
経
』
巻
十
七
)

女
神
崇
拝
思
想
は
万
物
を
生
む
と
い
う
種
子
繁
植
を
意
味
す
る
穀
霊
神
崇
拝

思
想
に
反
映
し
て
、
新
羅
始
祖
神
話
説
で
は
、
天
か
ら
一
個
の
紫
の
卵
が
降
臨

し
、
そ
の
卵
か
ら
王
が
生
ま
れ
、
鶏
竜
の
左
脇
か
ら
王
后
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。

天
か
ら
降
臨
す
る
も
の
が
新
羅
始
祖
王
で
あ
り
、
王
后
は
水
神
の
娘
で
、
太
陽

と
水
と
を
必
須
条
件
と
す
る
農
耕
生
産
に
は
も
つ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
神
話
と
い

え
る
。

穀
霊
神
崇
拝
か
ら
お
こ
つ
た
始
祖
伝
説
は
高
句
麗
と
新
羅
は
同
じ
で
あ
る

が
、
高
句
麗
で
は
熊
の
伝
説
か
ら
生
れ
た
母
神
の
神
話
を
つ
く
り
だ
し
、
新
羅

で
は
太
陽
と
水
の
神
話
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
両
者
の
相
違
点
で
あ
る
と
い
え

る
。

三

高
麗
始
祖
王
建

(
八
七
七
-
九
四
三
)
は
仏
教
信
仰
が
厚
く
、
元
年

(九

一

八
)
に
八
関
会
を
設
け
、
国
家
の
年
例
行
事
と
し
て
こ
れ
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

八
関
会
は
王
建
が
新
た
に
設
け
た
の
で
は
な
く
、
新
羅
真
興
王
三
十
三
年

(五

七
二
)
に
設
け
ら
れ
た
も
の
を
継
承
し
た
事
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

八
関
会
を
新
羅
真
興
王
が
設
け
た
意
図
は

『三
国
史
記
』
巻
四
に
、

「冬
十
月
二
十
日
、為
二戦
死
士
卒
幻
設
レ八
関
莚
会
於
レ外
寺
。
七
日
罷
。」

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
八
戒
を
受
持
し
、
そ
の
功
徳
で
人
間
に
害
を
あ
た
え

よ
う
と
す
る
悪
鬼

・
雑
神
等
を
仏
門
に
帰
依
さ
せ
浬
墾
を
証
得
さ
せ
る
と
い
う

-674-



意
義

で
あ

つ
た
が
、
高
麗

・
王
建

は
そ

の
意

義

の
内
容
を
十
訓
要
第
六
条

に
、

「
八
関
所
三以
事
二
天
霊

及
五
嶽

名
山
大
川
竜

神
一
也
。
」

と
の
べ
て
い
る
。

こ
の
八
関
会

は
国

家

的

祭

典

と

し

て
、
酒

・
多
果

・
音

楽

・
舞
等

で
鬼
神
を
喜
ぱ
さ
せ
、
天
神

の
た
め
に
慰

舞

し
国

家

と

王
家

の
太

平

・
幸
福
を
祈

つ
た

の
で
あ
る
。
当
時
、

こ
の
八
関
会
の
儀
式
を
見
た
宋

の
使

臣
徐
競

は

『
高
麗
図
経
』
巻
十
七
に
、

「
以
二
十
月
一祭
レ
天
大
会
、

名

日
二
東
盟

画
其

国
東
有
レ
穴
、

号
二稼
神
幻
亦

以
二
十
月
一迎
面
祭
レ
之
。
自

二
王
氏
有
ツ
国

以
来
、

…
…
其

十
月
東
盟
之
会
、

今
則
以
三
其
月
望
日
二具

二素
鯉
験
謂

二
之
八
関
斉

殉
礼
儀
極
盛
…
…
東

神
祠
、

在
二
宣
仁
門
内

哨
地
稽
平
広
殿
宇
卑
随
、

廊
廉

三
十
闘
、

荒
涼

不
レ
茸
。

正

殿
榜

日
二
東
神
聖
母
之
堂

哨以
二
幕
亦
巾
一蔽
レ
之
、

不
レ
令
三
人
見
二
神
像

蓋
刻

レ
木
作
二
女
人
状

幻
或

云
乃
夫
蝕
河
神
女
也
。

以
三
其
生
二
朱
蒙
ハ
為

二高
麗
始

祖

嚇
故
祠
レ
之
」

と
い

つ
て
い
る
。
高
麗

の
八
関
会

は

『
魏
志
』
東
夷
伝
等

の
文
献

に
記
さ
れ

て

い
る
古
代
韓
民
族
の
中

で
お

こ
な

わ
れ
た
十
月
祭

天
大
会

の
内
容
と
意
義
を

源
泉

と
す
る
も

の
で
あ

る
こ
と
が
わ
か

る
。
さ
ら

に
高
麗

の
王
都
に
朱
蒙

(
高

句
麗
始
祖
東
明
聖
王
)

と
母
神
を
ま

つ
る
東
神
祠
が
建

て
ら
れ
た
こ
と
に
よ

つ

て
、
高
麗

の
八
関
斉
が
穀
霊
神
信
仰
を
強
く
示
し

て
お
り
、

八
関
斉
が
国
家

の

豊
作
と
安
全
を
祈

つ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

高
麗

の
八
関
会
は
新
羅

の
そ
れ
と
異

な
る
思
想
を
示
し
、
『
中
阿
含

経
』
巻
五

五

・
『
大
智
度
論
』
巻
十
三
等

の
八
戒

受
持
功
徳
説

を
根
本
思
想
と
す
る
仏
教
儀
式

で
あ
る
が
、

古
代
韓
民
族

の
中
で

お

こ
な
わ
れ
た
民
俗
信
仰
は
消

え
る
こ
と
な
く
、

高
麗

の
八
関
会

に
も
穀
霊

信

仰
が
生
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

四

施
餓
鬼
の
儀
礼
は
、
目
蓮
尊
者
の
母
を
餓
鬼
道
か
ら
救
う
為
に
説
か
れ
た

『孟
蘭
盆
経
』
の
説
相
が
中
国
人
の
宗
教
的
感
情
に
契
合
し
た
結
果
と
見
ら
れ

る
が
、
明
の
雲
棲
株
宏
は
施
餓
鬼
行
事

(孟
蘭
盆
供
養
)
に
つ
い
て
、
寺
院
で

は
百
種
の
供
物
を
三
宝
に
供
え
て
、
そ
の
威
を
請
え
ぱ
七
世
の
父
母
を
救
ひ
得

る
と
書
か
れ
て
お
り

(『
正
託
集
』
)
、こ
の
法
会
は
後
世
に
な
る
と
寺
院
の
み

で
な
く
、
民
俗
行
事
の
中
に
も
消
化
さ
れ
る
が
、
こ
の
行
事
は
現
在
韓
国
の
寺

院
で
も
旧
歴
七
月
十
五
日
に
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
行
事
の
名
を

孟
蘭
盆
会
と
も
、
施
餓
鬼
と
も
い
わ
ず
一
般
に
は
「
百
中
仏
供
」
・
「百
種
仏
供
」

と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
呼
び
名
は
、
「百
中
日
」
・
「百
種
日
」
と
い
つ
て
、
旧
歴

七
月
十
五
日
に
百
種
類
の
食
べ
物
と
百
種
類
の
種

(種
子
)
を
神
の
祭
壇
に
祭

り
、
盛
大
な
祭
つ
り
を
お
こ
な
つ
た
風
俗
行
事
が
あ
つ
た
。
こ
の
風
俗
的
行
事

は

『
魏
志
』
韓
伝
に
見
ら
れ
る
五
月
下
種
時
の
神
祭
と
、
『
三
国
史
記
』
の
「祭

祀
志
」
に
見
ら
れ
る
先
農

・
中
農
・
後
農
の
祭
礼
が
あ
つ
た
が
、
こ
れ
ら
の
風

俗
が
中
国
の
申
元
の
思
想
と
合
流
し
、百
種
日
の
風
俗
的
行
事
が
お
こ
な
わ
れ
、

さ
ら
に
孟
蘭
盆
行
事
の
施
餓
鬼
儀
式
と
融
合
さ
れ
、
施
餓
鬼
の
行
事
を

「百
中

仏
供
」
・
「百
種
仏
供
」
と
い
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

五

以
上
の
べ
た
こ
と
に
よ
つ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
古
代
韓
国
の
穀
霊
信
仰
は

三
国
建
国
神
話
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
さ
ら
に
仏
教
伝
来
以
後
、
仏
教
行

事
の
中
に
も
穀
霊
信
仰
の
影
響
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
穀
霊
信
仰
の

跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
仏
教
が
韓
困
年
鴛
正
蛋
星
矯
る
た
め
に
は
、
民
族

信
仰
で
あ
る
穀
霊
信
仰
を
摂
取
し
、
融
合
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
つ
た
こ
と
が

以
上
の
所
論
に
よ
つ
て
明
ら
か
で
あ
る
と
思
う
。
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